
― 13 ―

山口県立大学学術情報　第 9 号 〔国際文化学部紀要　通巻第22号〕 2016年 3 月

論
　
　
文

山
口
鷺
流
台
本
の
系
統
（
四
）
―
春
日
庄
作
自
筆
本
を
め
ぐ
っ
て
―稲

　
　
田
　
　
秀
　
　
雄

も
ん
が
④
鳶
の
順
で
、
物
真
似
を
さ
せ
ら
れ
る
。
こ
の
場
面
も
ま
た
江
山
本
に
同
じ
で
、
宝

暦
名
女
川
本
と
も
一
致
す
る
鷺
伝
右
衛
門
派
固
有
の
演
出
で
あ
る
。
特
に
猫
と
も
も
ん
が
の

真
似
は
、
鷺
仁
右
衛
門
派
は
も
と
よ
り
他
流
に
も
見
え
ず
、
独
自
性
が
強
い
。

　

こ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
物
真
似
を
さ
せ
る
際
に
、
地
主
が
山
伏
を
お
ど
す
文
句
に
注
目
し

て
お
き
た
い
。
い
ず
れ
も
「
○
○
の
真
似
を
し
な
け
れ
ば
、
□
□
を
お
見
舞
い
し
よ
う
」
と

い
う
内
容
で
、
山
伏
に
物
真
似
を
さ
せ
る
た
び
に
反
復
さ
れ
る
。
「
□
□
」
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
武
器
の
名
が
入
る
。
例
え
ば
、
江
山
本
で
は
、
①
烏
―
半
弓
、
②
野
猫
―
鉄
砲
、
③

も
も
ん
が
―
鑓
、
④
鳶
―
腰
（
の
）
物
、
と
な
っ
て
い
る
が
、
春
日
本
で
は
、
①
烏
―
半
弓
、

②
猫
―
鑓
、
③
も
も
ん
が
―
刃
物
、
④
鳶
―
な
し
、
と
あ
っ
て
、
鉄
砲
が
消
え
て
い
る
。

　

山
口
鷺
流
の
現
行
台
本
と
い
え
る
河
野
晴
臣
編
『
鷺
流
狂
言
手
附
本　

附
小
舞
間
』（
山

口
市
中
央
公
民
館
、
昭
46
。
以
下
、
河
野
手
附
本
と
す
る
）
を
見
る
と
、
①
烏
―
半
弓
、
②

猫
―
鑓
、
③
も
も
ん
が
―
長
刀
、
④
鳶
―
鉄
砲
と
な
っ
て
お
り
、
鉄
砲
が
最
後
に
鳶
の
真
似

を
さ
せ
る
時
の
お
ど
し
文
句
と
し
て
復
活
し
、
さ
ら
に
も
も
ん
が
の
真
似
を
さ
せ
る
時
に
、

長
刀
が
加
わ
っ
て
い
る
。
本
来
、
こ
う
し
た
せ
り
ふ
は
流
動
性
の
強
い
部
分
で
あ
っ
た
は
ず

だ
が
、
こ
の
河
野
手
附
本
で
は
、
武
器
の
威
力
が
半
弓
か
ら
鉄
砲
へ
と
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て

お
り
、
そ
れ
な
り
に
工
夫
さ
れ
た
か
た
ち
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
江
山
本
、
そ
し
て
春
日
本

の
段
階
か
ら
、
さ
ら
な
る
工
夫
が
重
ね
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

【
山
伏
の
祈
り
】

　

春
日
本
の
山
伏
の
祈
り
の
文
句
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

く
や
む
な
男
〳
〵
、
大（

マ
マ
）礼

の
雲
を
し
の
き
年
行
の
号

（
マ
マ
）ヲ

つ
む
事
一
千
余
ヶ
日
し
ん
ば
シ

ン
バ
心
ン
命
を
す
て
日
頃
守
護
シ
た
ま
う
不フ

ド
ウ堂

明
王
の
作
ク
の
縄
ニ
て
つ
な
ぎ
と
む
れ

バ
な
ど
一
足
も
行
か
せ
じ
と
さ
も
高
声
に
祈
ツ
た
り　

ほ
ろ
ん
〳
〵
〳
〵

江
山
本
は
、
傍
線
部
を
「
頼
ミ
奉
る
」
と
す
る
（
宝
暦
名
女
川
本
も
）
が
、
そ
れ
以
外
の
詞

章
は
、
ほ
ぼ
春
日
本
と
一
致
す
る
。
先
に
引
い
た
河
野
手
附
本
で
は
、
傍
線
部
は
「
祈
り
奉

（
承
前
）

23
、
「
柿
山
伏
」

　

本
曲
は
、
江
戸
末
期
の
長
州
藩
鷺
流
の
台
本
と
目
さ
れ
る
江
山
本
（
山
口
県
立
大
学
附
属

郷
土
文
学
資
料
セ
ン
タ
ー
蔵
）
に
も
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
系
統

的
分
析
を
行
っ
て
い
る

（
１
）。

こ
こ
で
は
、
江
山
本
と
の
比
較
の
上
で
問
題
と
な
る
点
に
つ
い
て

の
み
、
簡
単
に
見
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

【
柿
の
木
に
登
る
演
出
】

　

柿
の
木
を
見
付
け
た
山
伏
が
実
を
取
ろ
う
と
し
て
、
つ
ぶ
て
を
打
っ
た
り
、
刀
を
振
り
回

し
た
り
、
果
て
は
木
を
揺
す
っ
て
み
た
り
す
る
が
、
い
ず
れ
も
う
ま
く
行
か
な
い
。
そ
こ
で
、

近
く
に
見
付
け
た
よ
い
足
が
か
り
に
登
っ
て
、
柿
を
取
ろ
う
と
す
る
。
春
日
本
で
は
、

イ
ヤ
大
木
な
れ
ハ
ゆ
す
り
共
い
た
さ
ぬ　

何
に
と
し
た
物
て
有
ウ　

イ
ヤ
是
レ
ニ
よ
い

足ア
シ
ヽ
ロ
（
マ
マ
）

代
ろ
が
有　

是
江
伝
ふ
て
登
ふ　

是
レ
〳
〵
一
段
と
よ
い　

サ
ラ
バ
登
ウ　

ガ
ア
辺

り
に
人
か
見
ハ
せ
ま
い
か　

イ
ヤ
こ
ウ
見
た
所
ニ
人
も
お
ら
ぬ　

さ
ら
ば
登
ウ

と
あ
り
、
江
山
本
と
ほ
ぼ
同
じ
せ
り
ふ
に
よ
っ
て
、
山
伏
が
柿
の
木
に
登
る
段
取
り
が
示
さ

れ
て
い
る
（
た
だ
し
演
出
注
記
は
な
い
）
。
こ
の
場
面
は
、
江
山
本
に
よ
る
と
、
山
伏
が
葛

桶
を
見
付
け
、
自
分
で
脇
柱
の
近
く
に
持
っ
て
行
き
、
そ
の
上
に
登
る
と
い
う
演
出
で
あ
っ

た
こ
と
が
、
注
記
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
（
現
行
大
蔵
・
和
泉
両
流
は
、
後
見
が
葛
桶
を
脇

座
に
置
い
て
お
く
）
。
春
日
本
に
は
注
記
が
な
い
が
、
江
山
本
と
同
様
で
あ
る
こ
と
は
、
せ

り
ふ
の
一
致
か
ら
も
疑
い
な
い
。
山
伏
が
自
分
で
葛
桶
を
脇
座
に
運
び
、
そ
の
上
に
乗
る
と

い
う
所
作
は
、
江
戸
中
期
の
宝
暦
名
女
川
本
に
も
明
記
さ
れ
て
お
り
、
鷺
伝
右
衛
門
特
有
の

演
出
で
あ
っ
た
。
現
在
の
山
口
鷺
流
も
そ
の
通
り
の
演
出
（
山
伏
が
葛
桶
を
自
分
で
持
っ
て

行
く
）
を
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

【
山
伏
の
物
真
似
】

　

春
日
本
で
は
、
盗
み
食
い
を
見
付
け
ら
れ
た
山
伏
が
地
主
に
な
ぶ
ら
れ
、
①
烏
②
猫
③
も
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山口鷺流台本の系統（四）―春日庄作自筆本をめぐって―

る
」
と
あ
る
ほ
か
、
波
線
部
に
つ
い
て
も
「
さ
っ
く
の
綱

（
マ
マ
）に

掛
て
祈
る
な
れ
ば
、
な
ど
か
奇

特
の
な
か
る
べ
き
」
と
あ
っ
て
、
江
山
本
・
春
日
本
と
は
相
違
し
て
い
る
（
現
行
は
河
野
手

附
本
の
通
り
）
。
ち
な
み
に
、
河
野
手
附
本
「
柿
山
伏
」
の
後
書
に
は
、

春
日
先
生
の
本
と
文
旬

（
マ
マ
）（

引
用
者
注
・
「
句
」
の
誤
植
で
あ
ろ
う
）
は
相
違
し
て
居
り

ま
す
が
、
吉
見
先
生
に
習
っ
た
の
で
す
、
御
参
考
に
書
き
ま
す

と
あ
る
。
「
吉
見
先
生
」
と
は
、
河
野
晴
臣
の
師
に
当
た
る
吉
見
安
太
郎
（
春
日
庄
作
直
弟

子
の
一
人
）
を
指
す
。
こ
の
記
述
か
ら
は
、
右
の
祈
り
の
文
句
の
よ
う
に
春
日
庄
作
書
写
の

台
本
と
相
違
す
る
部
分
が
、
吉
見
の
よ
う
な
庄
作
の
直
弟
子
に
よ
る
改
変
（
工
夫
）
で
あ
っ

た
可
能
性
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
は
、
現
在
の
山
口
鷺
流
の
伝
承
を
考
え
る
際
に
留
意
す
べ

き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

24
、
「
地
蔵
舞
」

　

本
曲
も
江
山
本
に
収
め
ら
れ
て
お
り

（
２
）、

春
日
庄
作
自
筆
本
と
し
て
も
、
す
で
に
『
狂
言
手

附
本　

二
』
（
山
口
県
立
大
学
附
属
郷
土
文
学
資
料
セ
ン
タ
ー
蔵
）
所
収
の
台
本
（
春
日
本

Ａ
と
す
る
）
に
つ
い
て
、
系
統
的
分
析
を
行
っ
て
い
る

（
３
）。

こ
こ
で
と
り
上
げ
る
『
〔
隠
シ
狸

　

そ
の
他
〕
』
所
収
台
本
（
春
日
本
Ｂ
と
す
る
）
も
、
そ
れ
と
お
お
む
ね
同
じ
で
あ
る
が
、

部
分
的
に
小
異
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
こ
と
の
み
検
討
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

【
道
行
の
謡
】

　

春
日
本
Ｂ
の
謡
は
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

住
ミ
な
れ
し
我
か
古
郷
を
立
出
て　
打
切　

我
か
古
郷
を
立
出
て
行
衛
定
め
ぬ
旅
な
れ

ハ
日
を
重
ね
ツ
ヽ
行
ほ
と
に
知
ら
ぬ
里
ニ
も
付
キ
に
け
り

傍
線
部
は
、
江
山
本
・
春
日
本
Ａ
と
も
に
、
「
足
に
ま
か
せ
て
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
道

行
の
謡
は
、
鷺
流
両
派
に
見
出
さ
れ
（
他
流
は
謡
で
は
な
く
、
せ
り
ふ
に
よ
る
道
行
）
、
し

か
も
天
正
狂
言
本
に
も
近
い
詞
章
を
も
ち
、
鷺
流
固
有
の
部
分
的
「
古
態
」
と
し
て
注
目
さ

れ
る

（
４
）。

春
日
本
Ｂ
で
は
、
右
の
よ
う
に
鷺
流
諸
本
の
詞
章
か
ら
や
や
離
れ
て
い
る
。

【
勤
め
の
文
句
】

　

宿
を
借
り
た
僧
は
、
夜
中
に
起
き
出
し
、
勤
行
を
始
め
る
。
江
山
本
・
春
日
本
Ａ
は
、
勤

行
の
文
句
を
記
さ
な
い
が
、
春
日
本
Ｂ
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

イ
サ
勤
め
を
は
じ
め
ふ　

時
仏
本
願
ヲ
ン
ヤ
ウ
ヤ
ク
カ
イ
シ
ツ
ト
ウ
キ
四
コ
ク
シ
チ
フ

サ
イ
テ
ン　

ウ
ニ
ヤ
ー

享
保
保
教
本
は
「
数
珠
ヲ
ス
ル　

経
ヨ
ム
テ
イ
」
、
宝
暦
名
女
川
本
は
「
お
き
て
か
ら
経
を

よ
み
だ
す
」
、
常
磐
松
文
庫
本
は
「
じ
ゆ
す
を
出
し
三
拝
し
て
経
を
よ
む
」
な
ど
と
注
記
す

る
の
み
で
、
い
ず
れ
も
経
文
の
文
句
は
記
さ
な
い
。
安
永
森
本
・
杭
全
本
・
賢
茂
五
番
綴
本

も
同
様
。

　

大
蔵
流
の
虎
明
本
は
「
じ
ゆ
す
を
す
り
て
、
き
や
う
を
よ
む
ま
ね
を
す
る
」
と
あ
る
の
み
。

虎
寛
本
は
「
南
無
至
心
帰
命
礼
西
方
。
ニ
ヤ
モ
〳
〵
〳
〵
」
（
山
本
東
本
も
同
じ
）
、
伊

藤
源
之
丞
本
は
「
南
無
ち
し
き
如
来
西
方
極
楽
じ
や
〳
〵
〳
〵
〳
〵
」
、
虎
光
本
は
「
ニ
ム

（
ニ
ヤ
ヽ
ム
）
〳
〵
」
と
あ
る
。

　

和
泉
流
の
天
理
本
は
「
笠
を
た
ゝ
い
て
、
つ
と
め
を
す
る
」（
和
泉
家
古
本
も
ほ
ぼ
同

じ
）
。
古
典
文
庫
本
も
笠
を
叩
い
て
「
帰
命
無
量
ト
云
テ
経
ヲ
高
ラ
カ
ニ
ヨ
ム
」
。
狂
言
集

成
本
は
僧
が
勤
行
す
る
こ
と
は
な
い
（
狂
言
記
（
「
笠
の
下
」
）
も
同
じ
）
。

  

以
上
の
よ
う
に
、
春
日
本
Ｂ
の
勤
め
の
文
句
は
、（
明
記
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
、
非
定

着
的
な
部
分
で
は
あ
る
が
）
鷺
流
両
派
や
他
流
に
も
見
え
な
い
独
自
の
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

こ
の
勤
行
の
後
、
僧
は
地
蔵
の
法
号
を
唱
え
出
す
。
こ
れ
は
江
山
本
・
春
日
本
Ａ
も
同
じ
で
、

鷺
流
両
派
に
共
通
す
る
（
他
流
に
な
い
）
演
出
で
あ
る
。

【
酒
盛
の
小
謡
】

　

酒
盛
の
中
で
謡
わ
れ
る
（
ア
ド
の
）
小
謡
と
し
て
、
春
日
本
Ｂ
に
は
、

お
ん
し
ゆ
の
心
ふ
り
す
て
ゝ
イ
サ
〳
〵
酒
を
す
す
め
ん

と
い
う
詞
章
を
記
す
。
こ
れ
も
江
山
本
・
春
日
本
Ａ
に
は
見
え
な
い
。
和
泉
流
・
古
典
文
庫

本
は
、
ア
ド
の
謡
と
し
て
、
「
心
の
底
ま
で
も
汲
て
し
る
法
の
真
水
と
思
召
て
。
飲
酒
の
心

と
け
て
ひ
と
つ
き
こ
し
め
さ
れ
よ
」
（
能
「
木
賊
」
の
一
節
）
を
記
す
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
謡
の
前
に
、
僧
が
小
舞
を
舞
う
が
、
そ
れ
は
春
日
本
Ａ
・
Ｂ
と
も
に

「
小
山
伏
」
で
あ
り
、
そ
の
詞
章
も
記
す
。
江
山
本
は
「
何
ニ
て
も
シ
テ
舞
有
リ
」
と
あ
る

の
み
。
宝
暦
名
女
川
本
は
、
「
う
し
の
さ
ら
し
（
宇
治
の
晒
）
な
と
を
舞
」
、
常
磐
松
文
庫

本
「
何
ニ
て
も
舞
」
と
あ
る
。
鷺
仁
右
衛
門
派
の
安
永
森
本
・
賢
茂
五
番
綴
本
は
「
哀
れ
一

枝
」
（
能
「
泰
山
府
君
」
の
一
節
で
、
「
泰
山
府
君
」
ま
た
は
「
花
の
袖
」
と
も
称
す
る
）

と
あ
り
、
杭
全
本
は
小
舞
の
曲
名
を
記
さ
な
い
。
こ
こ
で
舞
わ
れ
る
小
舞
は
、
鷺
流
両
派
で

も
一
定
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ち
な
み
に
他
流
で
は
、
虎
明
本
「
ば
う
ず
に
、
こ
ま
ひ
一
つ
所
望
し
て
ま
は
す
る
」
、
虎

寛
本
「
土
車
な
ど
舞
ふ
て
」
、
山
本
東
本
「
あ
は
れ
一
枝
（
泰
山
府
君
）
」
、
伊
藤
源
之
丞

本
「
小
舞
有
」
、
虎
光
本
「
泰
山
府
君
ヲ
舞
（
小
舞
）
」
と
す
る
。
天
理
本
「
酒
の
う
ち
に
、

小
舞
あ
り
」
、
和
泉
家
古
本
「
小
舞
一
ツ
マ
フ
也
」
、
古
典
文
庫
本
「
ア
マ
リ
ノ
徒
然
か
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イ
タ
イ
ケ
シ
タ
ル
者
ヨ
シ
」、
狂
言
集
成
本
「
シ
テ
春
雨
の
舞
よ
し
」
と
あ
る
。
狂
言
記
は
、

「
一
ノ
瀬
」（
享
保
保
教
本
「
小
舞
」
所
収
の
曲
名
）
を
舞
う
。

【
地
蔵
舞
を
誰
が
謡
う
か
】

　

春
日
本
Ｂ
は
、
眼
目
の
地
蔵
舞
に
つ
い
て
、
そ
の
役
名
を
「
地
」
と
す
る
。

地　

地
蔵
の
住
ム
所
ハ
か
ら
だ
さ
ん
に
安
湯（

マ
マ
）海

…

春
日
本
Ａ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
役
名
は
記
さ
な
い
。
こ
こ
を
「
地
」
と
す
る
こ
と
は
江
山
本

に
も
見
ら
れ
、
以
前
江
山
本
「
地
蔵
舞
」
を
分
析
し
た
際

（
５
）に

は
、
こ
の
「
地
」
を
地
謡
と
解

し
て
、
地
蔵
舞
を
地
謡
に
謡
わ
せ
る
演
出
で
あ
る
（
そ
し
て
宝
暦
名
女
川
本
の
演
出
を
継
承

す
る
も
の
）
と
考
え
た
が
、
こ
の
た
び
、
春
日
本
（
Ａ
・
Ｂ
）
を
あ
ら
た
め
て
見
て
み
る
と
、

地
蔵
舞
の
直
前
に
、
シ
テ
の
僧
が
ア
ド
の
宿
主
に
対
し
て
、「
さ
ら
ば
今
一
ツ
ま
い
ま
し
よ

ウ
程
に
此
方
地
を
諷
ウ
て
下
さ
れ
い
」（
Ｂ
に
よ
る
。
Ａ
に
も
ほ
ぼ
同
じ
せ
り
ふ
あ
り
）
と

言
っ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
こ
こ
は
、
そ
の
せ
り
ふ
を
受
け
て
、（
地
謡
が
出
る
の
で
は
な

く
）
ア
ド
が
一
人
で
地
蔵
舞
の
詞
章
を
謡
い
、
そ
れ
に
つ
れ
て
シ
テ
が
舞
う
、
と
い
う
演
出

で
あ
っ
た
可
能
性
が
浮
上
し
て
く
る
。

　

実
は
、
江
山
本
に
も
、
春
日
本
と
同
様
に
「
地
ヲ
諷
ふ
て
被
下
い
」
と
い
う
せ
り
ふ
が

あ
っ
た
（
宝
暦
名
女
川
本
も
ア
ド
に
「
諷
ふ
て
被
下
ひ
」
と
言
う
）
。
江
山
本
に
お
い
て
も
、

必
ず
し
も
地
謡
が
出
る
の
で
は
な
く
、
ア
ド
一
人
が
地
蔵
舞
の
詞
章
を
「
地
」
と
し
て
謡
う

演
出
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
可
能
性
に
気
付
い
た
の
で
、
こ
こ
に
補
訂
し
て
お
く

こ
と
に
す
る
。

25
、
「
痺

シ
ビ
レ」

　

目
録
題
・
内
題
と
も
に
「
度シ

ビ
レ
」「
度

シ
ビ
レ」

と
あ
る
。「
痺
」
の
誤
記
と
見
て
、
本
稿
で
は
正

し
い
漢
字
に
改
め
た
。
な
お
山
口
鷺
流
で
は
、
本
曲
は
「
し
び
り0

」
と
称
し
、
平
仮
名
で
表

記
し
て
い
る
（
河
野
晴
臣
編
『
鷺
流
狂
言
手
附
本
追
巻　

附
間
三
曲
』
山
口
市
中
央
公
民

館
、
昭
47
）
。
ち
な
み
に
、
現
行
大
蔵
流
は
「
痿
痺
」
ま
た
は
「
痿
痢
」
、
現
行
和
泉
流
は

「
痺
」
と
表
記
す
る
。

【
次
郎
冠
者
に
用
事
を
押
し
付
け
よ
う
と
す
る
】

　

太
郎
冠
者
は
、
主
人
に
和
泉
の
堺
へ
肴
を
買
い
に
行
く
よ
う
命
じ
ら
れ
る
と
、
そ
れ
を
次

郎
冠
者
（
登
場
し
な
い
）
に
申
し
付
け
よ
う
と
言
う
。

（
太
郎
冠
者
）
「
イ
ヤ
是
お
ば
治
郎
冠
者
に
申
付
ケ
ま
し
よ
ふ　

ヤ
イ
〳
〵
治
郎
冠
者
〳
〵

（
主
人
）
「
ヤ
イ
太
郎
冠
者　

治
郎
冠
者
に
申
付
ケ
て
す
む
事
な
ら
身
共
か
し
き
に
よ
お

（
マ
マ
）

ふ
で
申
付
る　

汝
ヲ
や
る
は
念
の
入
レ
さ
し
よ
ふ
が
た
め
じ
や
は
よ
ふ
行
ケ

こ
の
や
り
と
り
は
、
春
日
本
（
及
び
山
口
鷺
流
現
行
の
）
「
清
水
」
に
も
見
ら
れ
る
。

　

鷺
伝
右
衛
門
派
で
は
、
享
保
保
教
本
「
シ
テ
二
郎
冠
者
ニ
申
付
マ
セ
ウ　

ヤ
イ
二
郎
冠
者

〳
　〵
ア
ト
ヤ
イ
〳
〵
二
郎
冠
者
ニ
云
付
レ
ハ
某
カ
ヨ
フ
テ
直ヂ

キ

ニ
云
付
ル　

イ
テ
モ
ト
メ
テ

コ
イ
」
、
宝
暦
名
女
川
本
「
シ
テ
「
は
あ
、
次
郎
冠
者
に
申
付
ま
せ
う
、
や
い
、
次
郎
冠
者

や
い
、
ア
ト
「
や
い
〳
〵
、
や
い
太
郎
冠
者
、
シ
テ
「
や
あ
、
ア
ト
「
次
郎
冠
者
に
云
付
れ
ば
、

身
共
直
に
是
へ
よ
ふ
で
云
付
る
、
汝
を
や
る
は
念
の
入
れ
さ
せ
う
為
じ
や
、
早
う
い
て
こ

ひ
」
、
常
磐
松
文
庫
本
「
（
太
郎
冠
者
）
是
を
バ
次
郎
冠
者
に
申
付
ま
せ
ふ　

ヤ
イ
〳
〵
次
郎

く
わ
じ
や
居
る
か
や
い　
（
主
人
）
や
い
太
郎
冠
者
〳
〵
次
郎
く
わ
じ
や
に
申
付
て
よ
け
れ
ハ

身
が
是
へ
よ
ふ
て
直
に
申
付
る　

汝
を
や
る
ハ
念
を
入
さ
せ
う
か
為
じ
や　

早
ふ
行
」
と
あ

る
。

　

鷺
仁
右
衛
門
派
で
は
、
寛
政
有
江
本
「
（
太
郎
冠
者
）
た
れ
そ
に
申
付
ま
せ
う　
（
主
）
や
い

〳
〵
太
郎
官
者
汝
に
云
付
ル　

早
う
い
て
調
て
来
い
」
、
杭
全
本
「
「
い
や
こ
れ
ハ
今
一
人

の
者
ニ
申
付
ま
せ
ふ　

や
い
〳
〵
治
ら
官
者
〳
　〵

「
や
い
太
ら
官
者　

「
何
事
て
こ
さ
る

　

「
二
ら
官
者
に
云
付
る
程
な
ら
は
某
の
申
付
る　

汝
を
遣
る
ハ
念
入
さ
せ
ふ
か
為
し
や　

骨
折
な
り
と
も
い
て
く
れ
い
」
（
安
永
森
本
も
ほ
ぼ
同
じ
）
、
安
政
賢
通
本
「
シ
テ
い
や
ど

れ
ぞ
余
の
者
に
申
つ
け
ま
せ
う
。
や
い
〳
〵
次
郎
冠
者
〳
〵
。
主
や
い
太
郎
冠
者
。
シ
テ
や
。

主
次
郎
冠
者
に
言
ひ
つ
く
る
程
な
れ
ば
、
某
の
言
ひ
渡
す
。
汝
を
や
る
は
念
の
入
れ
さ
せ
う

が
為
ぢ
や
程
に
、
骨
折
り
な
れ
ど
い
て
く
れ
い
」
と
あ
る
。
賢
茂
五
番
綴
本
は
、
安
政
賢
通

本
に
ほ
ぼ
同
じ
。

　

大
蔵
流
で
は
、
虎
明
本
「
（
太
郎
冠
者
）
「
某
は
御
内
に
お
り
ま
し
て
、
御
用
を
き
ゝ
ま
ら

せ
う
程
に
、
た
れ
ぞ
よ
の
も
の
を
や
ら
せ
ら
れ
ひ　
（
主
）
「
よ
の
者
や
つ
て
は
さ
き
へ
ゆ

か
ぬ
、
何
を
と
云
て
も
事
が
あ
ら
ふ
、
な
ん
ぢ
は
才
覚
な
も
の
じ
や
ほ
ど
に
、
や
る
、
い
て

こ
ひ
」
、
虎
寛
本
「
（
シ
テ
）
畏
て
は
御
ざ
れ
共
、
私
は
内
に
居
て
働
き
ま
せ
う
程
に
、
次
郎

く
は
じ
や
を
遣
ら
せ
ら
れ
い
。
（
主
）
イ
ヤ
〳
〵
、
次
郎
く
は
じ
や
は
外
に
用
の
事
が
有
る

程
に
、
是
非
共
汝
行
け
」
と
あ
る
。
ま
た
、
大
蔵
八
右
衛
門
派
の
伊
藤
源
之
丞
本
は
、
次
郎

冠
者
に
関
す
る
せ
り
ふ
な
し
。
同
派
の
虎
光
本
は
「
し
て
「
畏
て
ハ
御
座
り
舛
ル
が
、
私
ハ

内
に
居
て
働
キ
ま
せ
う
に
依
而
、
次
郎
官
者
を
や
ら
せ
ら
れ
い　
主
「
イ
ヤ
〳
〵
次
郎
官
者

ハ
内
に
用
の
こ
と
が
あ
る
に
依
而
、
是
非
共
汝
ゆ
け
」
と
あ
る
。

　

和
泉
流
で
は
、
天
理
本
「
シ
テ
「
二
郎
く
は
じ
や
が
、
さ
か
な
は
こ
う
し
や
で
御
ざ
る
」

と
云
、
「
あ
れ
は
う
ち
に
よ
ふ
が
あ
る
、
な
ん
ぢ
い
け
」
と
云
」
、
和
泉
家
古
本
「
シ
テ
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「
わ
た
く
し
は
御
内
に
御
用
共
か
御
さ
る
・
次
郎
く
わ
し
や
か
肴
は
こ
う
し
や
て
御
さ
る

ト
云　
主
「
あ
れ
は
内
に
用
か
あ
る
・
汝
ゆ
け
ト
云
」
、
古
典
文
庫
本
「
シ
テ
「
畏
て
は
御

座
り
ま
す
が
私
は
御
内
に
御
用
も
御
座
り
ま
せ
う
程
に
次
郎
冠
者
を
つ
か
は
さ
れ
ま
せ　
ア

ト
「
い
や
〳
〵
次
郎
冠
者
は
外
に
い
ひ
付
る
用
か
あ
る　

是
非
共
汝
ゆ
け
」
、
狂
言
集
成
本

「
シ
テ
「
畏
ま
つ
て
は
御
座
れ
ど
も
私
は
御
内
証
に
御
用
も
御
座
ら
う
。
次
郎
冠
者
を
遣
さ

れ
ま
せ
。
ア
ド
「
次
郎
冠
者
に
も
相
応
の
用
を
云
付
く
る
。
と
か
く
汝
行
け
」
と
あ
る
。

　

群
小
流
派
の
台
本
と
目
さ
れ
る
狂
言
記
外
五
十
番
は
、
次
郎
冠
者
に
関
す
る
せ
り
ふ
は
な

い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
大
蔵
流
は
、
虎
明
本
に
「
た
れ
ぞ
よ
の
も
の
を
や
ら
せ
ら
れ
ひ
」
、
虎

寛
本
に
「
次
郎
く
は
じ
や
を
遣
ら
せ
ら
れ
い
」
と
あ
り
、
大
蔵
八
右
衛
門
派
の
虎
光
本
に
も

同
様
の
せ
り
ふ
が
あ
る
が
、
太
郎
冠
者
自
身
が
次
郎
冠
者
を
呼
び
出
そ
う
と
す
る
こ
と
は
な

い
。
和
泉
流
諸
本
も
同
じ
く
、
次
郎
冠
者
を
使
い
に
や
る
べ
き
こ
と
を
言
う
も
の
の
、
次
郎

冠
者
を
呼
び
出
そ
う
と
は
し
な
い
。

　

つ
ま
り
、
こ
こ
で
次
郎
冠
者
を
呼
び
出
し
て
用
事
を
押
し
付
け
よ
う
と
す
る
の
は
、
鷺
流

固
有
の
行
き
方
で
、
し
か
も
仁
右
衛
門
派
・
伝
右
衛
門
派
に
共
通
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
。

【
し
び
り
の
子
細
】

　

太
郎
冠
者
は
、
し
び
り
が
起
こ
っ
て
使
い
に
行
け
な
い
と
言
い
出
す
。
主
人
が
し
び
り
の

ま
じ
な
い
に
、
畳
の
塵
を
冠
者
の
額
に
付
け
る
と
、
冠
者
は
、
自
分
の
し
び
り
は
、
親
か
ら

譲
ら
れ
た
も
の
で
、
簡
単
に
は
治
ら
な
い
と
言
う
。

イ
ヤ
申　

私
の
親
が
兄
々
江
ハ
万
ス
の
宝
物
を
ゆ
す
ら
れ
私
は
末
の
子
で
ち
の
あ
ま
り

が
い
と
し
い
と
有
ツ
テ
重
代
の
し
ひ
り
を
ゆ
す
ら
れ
て
御
座
る
ニ
よ
つ
て
此
様
な
ち
り

を
馬
て
一
チ
タ
や
二
荷

（
マ
マ
）ダ

付
ケ
た
と
て
直
り
は
致
シ
ま
せ
ぬ　

ア
イ
タ
〳
〵

享
保
保
教
本
は
「
イ
ヤ
此
塵チ

リ

ノ
馬
ニ
一
駄ダ

ヤ
二
駄タ

付
タ
分
ニ
某
ノ
痺
ノ
ヨ
ウ
成
ル
事
テ
ハ
御

座
ラ
ヌ
」
「
持
病

ヒ
ヤ
ウデ

御
座
ル　

某
ソ
レ
ガ
シノ

親
ハ
イ
カ
イ
有ウ

ト
ク
ジ
ン

徳
人
テ
兄
々
ニ
ハ
宝

タ
カ
ラ物

ヲ
譲ユ

ヅ

ラ
レ
テ
御

座
ル　

某
ハ
乳
ノ
余

ア
マ
リテ

何
モ
ユ
ツ
ラ
ウ
物
ガ
ナ
イ
ト
ア
ツ
テ
持
病
ニ
モ
タ
レ
タ
痺
ヲ
ユ
ツ
ラ

レ
テ
御
座
ル　

参
リ
ト
モ
ナ
イ
ト
存
ル
所
ヘ
参
ラ
ウ
ト
致
ス
ト
其
マ
ヽ
発

ヲ
コ
リマ

ス
ル
カ
今
日
ハ

和
泉
ノ
堺
ヘ
行ユ

ケ

ト
仰
ラ
ル
ヽ
ヲ
別
ニ
参
ト
モ
ナ
イ
ト
モ
存
マ
セ
ヌ
カ
殊
ノ
外
発
テ
御
座
ル　

ア
イ
タ
〳
〵
」
、
宝
暦
名
女
川
本
は
「
此
塵チ

リ

を
馬
に
一
駄
二
駄
つ
け
て
、
な
を
る
痺
で
は
御

座
ら
ぬ
」
「
某
の
親
は
つ
つ
と
有
徳
に
御
座
つ
て
、
兄ア

ニ

々
に
は
色
い
ろ
の
た
か
ら
物
を
ゆ
ず

ら
れ
ま
し
て
御
座
る
、
某
は
血
の
余
り
で
ふ
便
な
と
有
つ
て
、
持
病
に
痺
を
ゆ
ず
ら
れ
ま
し

て
御
座
る
、
よ
そ
へ
参
り
と
も
な
ひ
と
存
る
時
に
は
、
か
な
ら
ず
お
こ
り
ま
す
、
今
日
は
さ

の
み
参
り
と
も
な
い
共
存
じ
ま
せ
な
ん
だ
が
、
お
こ
り
ま
し
た
、
あ
い
た
〳
〵
」
、
常
磐
松

文
庫
本
は
「
わ
た
く
し
痺
ハ
つ
つ
と
あ
ら
け
な
い
し
び
り
で
御
座
つ
て
此
様
な
塵
を
馬
に
一

駄
や
二
駄
つ
け
た
と
て
中
々
な
お
る
痺
で
ハ
御
座
ら
ぬ
」
「
し
さ
い
こ
そ
御
座
れ　

私
親
ハ

つ
つ
と
有
徳
な
者
て
御
座
つ
て
兄
〳
〵
に
ハ
色
々
の
宝
物
を
ゆ
づ
り
私
ハ
血
の
余
り
て
不
便

な
と
有
て
持
病
の
痺
を
ゆ
づ
ら
れ
て
御
座
る　

余
所
へ
参
り
と
も
無ナ

イ

と
存
る
と
起
り
舛
る　

今
日
に
限
つ
て
参
り
と
も
な
い
と
ハ
存
せ
な
ん
だ
が
ふ
と
起
つ
て
御
座
る　

ア
イ
タ
〳
〵
〳

〵
〳
〵
〳
〵
」
と
言
う
。

　

鷺
仁
右
衛
門
派
の
寛
政
有
江
本
は
「
私
の
シ
ヒ
リ
に
ハ
か
様
の
物
を
五
駄
や
十
駄
付
た
ふ

ん
て
ハ
能
う
御
座
ら
ぬ
」
「
其
義
て
御
座
ル　

私
の
親
か
子
を
三
人
持
て
御
座
た
か
二
人
の

者
ハ
末
の
子
て
一
入
不
便
し
や
と
申
て
家
に
伝
ハ
る
痺
と
申
病
を
ゆ
す
り
ま
し
た　

某
か
何

方
へ
も
参
り
と
も
な
い
と
存
す
れ
は
起
り
ま
す
る
か
被
仰
付
た
境

（
マ
マ
）の

津
へ
参
り
と
も
な
い
と

ハ
存
せ
ね
と
も
何
と
か
い
た
い
て
お
こ
り
ま
し
た　

ア
タ
ヽ
〳
〵
」
、
杭
全
本
は
「
中
々
様

子
こ
そ
こ
さ
れ　

私
の
親
は
子
を
あ
ま
た
持
ま
し
て
兄
々
に
は
そ
れ
〳
〵
の
譲
り
物
を
致

し
わ
た
く
し
ハ
血
の
あ
ま
り
て
ふ
ひ
ん
な
と
有
て
此
し
ひ
り
を
ゆ
つ
ら
れ
て
こ
さ
る　

何
方

へ
成
と
も
参
と
も
な
い
時
は
お
こ
れ
と
申
す
し
ひ
り
て
こ
さ
る
か
い
ま
お
こ
つ
て
こ
さ
る
」

（
安
永
森
本
も
ほ
ぼ
同
じ
）
、
安
政
賢
通
本
は
「
ま
づ
私
の
親
は
子
を
数
多
持
ち
ま
し
て
、

兄
兄
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
譲
り
物
を
致
い
て
ご
ざ
る
が
、
中
に
も
私
は
血
の
余
り
で
不
憫
な
と

あ
つ
て
、
こ
の
痺
り
を
譲
ら
れ
て
ご
ざ
る
。
い
づ
方
へ
な
り
と
も
参
り
と
も
な
い
時
は
、
必

ず
お
こ
れ
と
申
す
痺
り
で
ご
ざ
る
が
、
今
お
こ
つ
て
ご
ざ
る
」
と
言
う
（
賢
茂
五
番
綴
本
も

同
じ
）
。

　

大
蔵
流
の
虎
明
本
は
「
御
存
の
こ
と
く
、
某
が
お
や
は
子
を
あ
ま
た
も
た
れ
て
ご
ざ
る
、

あ
に
〳
〵
に
は
、
色
々
の
も
の
を
ゆ
づ
ら
れ
て
ご
ざ
る
、
某
は
お
ど
子
で
ご
ざ
る
に
よ
つ

て
、
と
ら
せ
う
物
が
な
ひ
、
持
病
に
し
び
り
を
も
つ
た
程
に
、
こ
れ
を
ゆ
づ
る
と
申
さ
れ

て
、
く
れ
ら
れ
て
ご
ざ
る
程
に
、
せ
う
〳
〵
で
は
な
を
り
ま
ら
す
ま
ひ
、
ほ
ね
お
ら
せ
ら
れ

た
が
そ
ん
で
ご
ざ
ら
ふ
」
、
虎
寛
本
は
「
私
の
親
は
子
を
あ
ま
た
持
れ
て
御
ざ
る
が
、
兄
々

へ
は
、
色
々
の
も
の
を
譲
ら
れ
て
御
ざ
れ
共
、
私
は
一
の
弟
じ
や
と
有
て
、
持
病
の
痿
痺
を

譲
ら
れ
て
御
座
る
」
と
言
う
。
伊
藤
源
之
丞
本
は
、
「
私
が
し
び
り
ハ
親
の
ゆ
ず
り
の
痺
で
、

ち
り
の
壱
だ
や
弐
だ
付
た
分
で
ハ
、
な
を
る
事
で
は
御
座
ら
ぬ
」
「
其
事
で
御
座
り
ま
す
る
。

兄
々
に
は
色
々
の
宝
を
譲
ら
れ
て
御
座
れ
ど
も
、
私
は
お
と
子
じ
や
と
有
て
、
持
病
の
し
び

り
を
譲
ら
れ
て
御
座
る
が
、
何
ぞ
六
ケ
敷
事
も
あ
ら
ば
お
こ
ろ
ふ
と
被
レ
申
て
御
座
る
が
、
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唯
今
和
泉
の
堺
ゑ
参
れ
と
被
レ
仰
ま
し
た
が
、
さ
の
ミ
六
ケ
敷
う
も
存
ま
せ
な
ん
だ
が
、
何

と
し
て
や
ら
お
こ
ら
れ
ま
し
て
御
座
る
。
あ
い
た
〳
〵
」
、
虎
光
本
は
「
私
の
親
ハ
子
（
子

を
）
数
多
持
タ
れ
て
、
兄
〳
〵
へ
ハ
い
ろ
〳
〵
の
物
を
譲
ら
れ
て
御
座
ル
が
（
に
）
、
私
ハ

一
の
乙
ぢ
や
と
御
座
て
、
何
も
譲
ル
物
が
な
さ
に
、
持
病
の
痺
を
譲
ら
れ
て
御
座
ル
」
と
言

う
。

　

和
泉
流
の
天
理
本
は
「
ち
り
の
い
ち
だ
や
二
だ
つ
け
て
、
な
お
る
や
う
な
し
び
り
で
は
御

ざ
ら
ぬ
」
「
わ
た
く
し
の
お
や
が
、
あ
に
〳
〵
に
は
い
ろ
〳
〵
の
物
を
ゆ
づ
ら
れ
た
れ
共
、

身
ど
も
に
は
な
に
も
く
る
ゝ
物
が
な
い
と
あ
つ
て
、
此
し
び
り
を
く
れ
ら
れ
た
、
代
々
ゆ
づ

り
の
し
び
り
な
れ
ば
、
五
日
や
十
日
で
は
な
お
り
ま
ら
せ
ぬ
」
、
和
泉
家
古
本
は
「
私
の
し

ひ
り
は
・
親
お
う
ち
の
ゆ
つ
り
の
し
ひ
り
て
・
わ
ら
の
一
駄
や
二
駄
つ
け
た
分
て
は
な
を
り

ま
ら
せ
ぬ
」
「
私
の
お
や
か
・
あ
に
〳
〵
に
は
色
々
の
物
を
ゆ
つ
つ
て
御
さ
れ
と
も
・
身
共

は
末
子
の
事
な
れ
は
・
何
も
く
る
ゝ
物
か
な
ひ
と
あ
つ
て
・
此
し
ひ
り
を
ゆ
つ
ら
れ
て
・
則

重
代
て
御
さ
る
に
よ
つ
て
・
中
〳
〵
世
間
の
し
ひ
り
の
や
う
に
・
其
ま
ゝ
な
を
る
事
て
は
御

さ
ら
ぬ
」
、
古
典
文
庫
本
は
「
私
の
し
び
り
は
容
子
あ
る
し
び
り
で
わ
ら
の
一
駄
や
二
駄
つ

け
て
中
〳
〵
な
ほ
る
し
び
り
て
は
御
座
り
ま
せ
ぬ
」
「
い
か
に
も
容
子
が
御
座
る　

先
私
の

親
は
有
徳
な
者
で
御
座
つ
て
兄
々
に
は
金
銀
財
宝
を
ゆ
づ
ら
れ
ま
す　

私
に
は
何
も
ゆ
づ
ら

う
物
が
な
い
と
有
て
重
代
の
し
び
り
を
譲
ら
れ
ま
し
た　

折
々
起
つ
て
難
儀
を
致
ま
す　

あ
ゝ
い
た
〳
〵
」
、
狂
言
集
成
本
は
「
い
か
な
〳
〵
。
私
の
痺
り
は
親
の
譲
り
の
痺
り
で
御

座
る
に
依
つ
て
。
藁
の
一
駄
や
二
駄
つ
け
た
分
で
は
直
り
ま
せ
ぬ
」
「
中
中
子
細
が
御
座
る
。

先
づ
私
の
親
は
子
を
数
多
持
た
れ
て
御
座
る
。
兄
々
へ
は
田
山
家
財
を
譲
ら
れ
ま
す
る
。
私

は
末
子
の
事
で
御
座
る
に
依
つ
て
。
何
も
譲
ら
う
物
が
な
い
と
あ
つ
て
。
此
痺
り
を
譲
り
に

受
け
て
御
座
る
」
と
言
う
。

　

狂
言
記
外
五
十
番
は
「
親
の
時
よ
り
、
よ
そ
へ
行
き
と
も
な
い
と
思
へ
ば
そ
の
ま
ゝ
起
こ

る
と
言
は
れ
ま
し
た
が
、
に
は
か
に
し
び
り
が
き
れ
て
御
座
る
」
と
言
う
。

　

春
日
本
の
こ
の
せ
り
ふ
は
、
「
ち
（
血
）
の
あ
ま
り
が
い
と
し
い
」、「
此
様
な
ち
り
を
馬

て
一
チ
タ
や
二
荷

（
マ
マ
）ダ

付
ケ
た
と
て
直
り
は
致
シ
ま
せ
ぬ
」
と
い
う
表
現
が
特
徴
的
で
あ
る
。
鷺

伝
右
衛
門
派
の
享
保
保
教
本
・
宝
暦
名
女
川
本
・
常
磐
松
文
庫
本
に
は
、
そ
の
両
方
が
見
え

る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
鷺
仁
右
衛
門
派
で
は
、
寛
政
有
江
本
に
「
か
様
の
物
（
塵
の
こ
と
）
を

五
駄
や
十
駄
付
た
ふ
ん
て
ハ
能
う
御
座
ら
ぬ
」
と
、
さ
ら
に
誇
張
さ
れ
た
か
た
ち
が
見
え
る

が
、
「
血
の
余
り
」
は
言
わ
ず
、
安
永
森
本
・
杭
全
本
、
安
政
賢
通
本
・
賢
茂
五
番
綴
本
は

「
血
の
余
り
で
不
憫
」
と
言
う
が
、
「
塵
」
の
こ
と
は
言
わ
な
い
。
特
に
、「
塵
を
一
駄
や

二
駄
付
け
て
も
治
ら
な
い
」
と
い
う
誇
張
的
な
表
現
は
、
こ
の
他
、
大
蔵
八
右
衛
門
派
の
伊

藤
源
之
丞
本
や
和
泉
流
の
天
理
本
以
下
（
た
だ
し
、
天
理
本
以
外
は
「
藁
」
と
す
る
）
の
諸

本
に
見
え
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
の
台
本
で
は
、
「
血
の
余
り
」
は
一
切
言
わ
な
い
の
で
あ
る
。

　

結
局
、
両
方
（
「
血
の
余
り
」
と
「
塵
」
）
が
セ
ッ
ト
と
し
て
見
え
る
の
は
、
鷺
伝
右
衛

門
派
の
台
本
の
み
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
従
っ
て
、
春
日
本
は
鷺
伝
右
衛
門
派
の
特
色
を

備
え
て
い
る
の
は
明
白
で
あ
る
。

【
主
人
の
策
略
―
伯
父
の
振
舞
】

　

主
人
は
、
太
郎
冠
者
の
「
し
び
り
」
を
仮
病
と
見
抜
き
、
伯
父
の
所
か
ら
振
舞
に
来
る
よ

う
言
っ
て
来
た
と
言
う
。

ヤ
イ
〳
〵
何
ニ
と
言
ウ
ぞ　

お
し
じ
や
人
の
所
よ
り
よ
い
酒
肴
か
有
程
に
ふ
る
ま
お
ふ

太
郎
冠
者
お
も
つ
れ
て
こ
ひ
と
言
ウ
て
来
た
と
言
ウ
か　

あ
れ
ハ
ゑ
行
ま
い
と
言
ウ　

か
へ
せ
ヤ
イ

享
保
保
教
本
は
「
ヤ
イ
〳
〵
某
ハ
行
フ
ガ
太
郎
冠
者
ハ
ナ
ル
マ
イ　

其
通
リ
ヲ
云
ヘ　

太
郎

冠
者
ハ
ナ
ル
マ
イ
ト
云
ヘ
」
「
イ
ヤ
伯
父
者
人
ノ
所
カ
ラ
今
晩
汝
ヲ
ツ
レ
テ
ク
ル
様
ニ
ト
云

フ
テ
文
ヲ
コ
サ
レ
タ
カ
其
躰テ

イ

テ
ハ
中
々
成
マ
イ
所
テ
其
通
リ
ヲ
云
フ
テ
ヤ
ル
」
（
注
記
「
是

ハ
四
季
共
云　

初
心
成
ル
ニ
ハ
如
此
イ
ツ
ニ
テ
モ
合
様
ニ
ヲ
シ
ユ
ル　

功
者
ハ
其
時
節
ニ
合

云　

明
日
花
見　

野
遊　

舟
遊
山　

鷹
野
抔
相
応
ニ
云　

口
伝
」
）
と
あ
る
。
宝
暦
名
女
川

本
は
「
や
あ
〳
〵
何
と
云
ぞ
、
某
は
ゆ
こ
う
が
、
太
郎
冠
者
は
成
ま
ひ
と
云
て
や
れ
」
「
今

日
伯
父
や
人
の
所
か
ら
舟
遊
山
に
ず
る
程
に
、
太
郎
冠
者
も
つ
れ
て
こ
ひ
と
云
て
お
こ
さ
れ

た
が
、
某
は
参
ら
ふ
が
太
郎
冠
者
は
成
ま
い
と
云
て
や
る
よ
」
、
常
磐
松
文
庫
本
は
「
ヤ
イ

〳
〵
何
と
い
ふ
ぞ　

身
ハ
行
ふ
が
太
郎
冠
者
ハ
成
舞
と
い
ふ
て
や
れ
」
「
今
晩
伯
父
じ
や
人

の
方
よ
り
振
舞
ふ
程
に
太
郎
冠
者
を
も
連
て
来
い
と
い
ふ
て
来
た
が
身
ハ
ゆ
か
う
が
汝
ハ
成

舞
と
い
ふ
て
や
つ
た
」
と
あ
る
。

　

鷺
仁
右
衛
門
派
で
は
、
寛
政
有
江
本
「
某
ハ
参
ら
ふ
か
太
ら
官
者
ハ
し
ひ
り
か
き
れ
た
と

申
程
に
召
れ
ま
す
ま
い
と
い
へ
」
「
伯
父
し
や
人
か
ら
明
日
ハ
花
見
に
行
ほ
と
に
太
ら
く
わ

し
や
を
つ
れ
て
来ク

る
や
う
に
と
云
こ
さ
れ
た
か
身
共
ハ
参
ら
ふ
か
太
ら
く
わ
者
ハ
召
つ
れ
ま

す
ま
い
と
申
て
や
る
よ
」
、
杭
全
本
「
や
あ
〳
〵
何
と
仰
ら
る
　ゝ

明
日
お
若
い
衆
の
船

ゆ
さ
ん
に
こ
さ
る
が
某
も
こ
い　

又
太
ら
官
者
も
連
て
こ
い　

某
ハ
参
ら
ふ
が
太
ら
官
者
は

得
参
り
ま
す
ま
い
」
（
安
永
森
本
も
ほ
ぼ
同
じ
。
た
だ
し
船
遊
山
は
「
明
日
」
の
こ
と
と
す

る
）
、
安
政
賢
通
本
「
や
あ
〳
〵
何
と
仰
せ
ら
る
る
。
明
日
お
若
い
衆
の
船
遊
山
に
ご
ざ
る
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が
某
に
も
参
れ
、
又
太
郎
冠
者
を
も
連
れ
て
来
い
。
い
や
私
は
参
り
ま
せ
う
が
、
太
郎
冠
者

は
え
参
る
事
は
な
り
ま
す
ま
い
」
と
言
う
（
賢
茂
五
番
綴
本
も
同
じ
）
。

　

大
蔵
流
で
は
、
虎
明
本
「
何
と
云
ぞ
、
あ
す
お
ぢ
じ
や
も
の
ゝ
ふ
る
ま
は
ふ
程
に
、
太
郎

く
わ
じ
や
を
つ
れ
て
こ
ひ
と
仰
ら
る
ゝ
か
、
某
は
ま
い
ら
ふ
が
、
太
郎
く
わ
じ
や
は
、
し
び

り
が
お
こ
つ
て
、
立
も
い
も
な
ら
ぬ
て
い
じ
や
程
に
、
な
る
ま
い
と
い
ふ
て
や
れ
」
、
虎
寛

本
「
ヤ
ア
〳
〵
、
何
と
い
ふ
ぞ
、
今
晩
伯
父
御
様
よ
り
、
御
振
舞
を
被
下
る
ゝ
。
則
供
に
は

太
郎
く
は
じ
や
を
連
て
来
い
と
被
仰
下
た
と
云
か
。
さ
り
な
が
ら
、
太
郎
く
は
じ
や
は
持
病

の
痿
痺
が
発
つ
て
、
一
あ
し
も
引
れ
ぬ
と
い
ふ
に
依
て
、
次
郎
く
は
じ
や
を
を
連
て
参
う
と

い
ふ
て
や
れ
。
エ
イ
」
と
言
う
。
伊
藤
源
之
丞
本
は
「
何
と
云
ぞ
。
明
日
は
伯
父
じ
や
人
か

ら
、
振
ま
わ
せ
ら
れ
う
と
な
。
太
郎
官
者
を
供
に
つ
れ
い
。
い
や
、
太
郎
官
者
ハ
痺
が
お
こ

つ
て
、
立
居
が
成
ま
せ
ぬ
処
で
、
次
郎
冠
者
を
つ
れ
ま
せ
う
と
云
ゑ
い
」
、
虎
光
本
は
「
ヤ

ア
〳
〵
何
と
い
ふ
ぞ
、
今
晩
伯
父
御
様
よ
り
御
振
舞
を
被
下
う
と
あ
つ
て
、
供
ニ
ハ
太
郎
官

者
を
つ
れ
て
こ
ひ
と
言
ウ
て
来
た
か
、
イ
ヤ
〳
〵
太
郎
官
者
ハ
持
病
の
痺
が
起
ツ
て
行
か
れ

ぬ
と
言
フ
に
依
て
、
次
郎
官
者
を
つ
れ
て
行
カ
う
と
言
ウ
て
や
れ
、
ヱ
ヽ
イ
」
と
言
う
。

　

和
泉
流
は
、
天
理
本
「
な
に
と
云
ぞ
、「
お
ぢ
の
と
こ
ろ
か
ら
俄
な
れ
共
お
ふ
る
ま
ひ
が

あ
る
、
め
づ
ら
し
い
御
酒
を
く
だ
さ
れ
う
、
太
郎
く
わ
じ
や
を
も
つ
れ
て
ま
い
れ
」「
わ
た

く
し
は
ま
い
ら
う
が
、
太
郎
く
わ
じ
や
は
ゑ
参
る
ま
い
、
二
郎
く
わ
じ
や
を
つ
れ
て
ま
い
ら

う
」
と
い
へ
」
、
和
泉
家
古
本
「
や
い
〳
〵
な
ん
と
云
そ
・
お
ち
の
所
か
ら
・
俄
な
れ
共
め

つ
ら
し
い
御
酒
を
く
た
さ
れ
う
す
・
又
太
郎
く
わ
し
や
を
も
つ
れ
て
ま
い
れ
・
そ
れ
は
忝

い
・
某
は
参
ら
う
か
・
太
郎
く
わ
し
や
は
ゑ
参
る
ま
ひ
・
次
郎
く
わ
し
や
を
つ
れ
て
参
ら
う

と
い
へ
」
、
古
典
文
庫
本
「
や
い
〳
〵
何
と
い
ふ
ぞ　

伯
父
ぢ
や
人
の
去
方
か
ら
珍
ら
し
い

樽
肴
を
貰
は
せ
ら
れ
て
太
郎
冠
者
を
つ
れ
て
来
る
様
に
と
あ
る
が
太
郎
冠
者
は
持
病
の
し
び

り
の
お
こ
つ
た　

得
行
ま
い　

次
郎
冠
者
を
連
て
ゆ
か
う
と
い
ふ
て
や
れ
」
、
狂
言
集
成
本

「
ヤ
イ
〳
〵
。
何
と
云
ふ
ぞ
。
今
日
は
伯
父
御
の
方
に
。
酒
肴
を
貰
は
せ
ら
れ
て
お
料
理
を

な
さ
る
ゝ
。
身
共
に
も
来
い
。
又
太
郎
冠
者
も
連
れ
て
来
い
。
某
は
参
ら
う
が
。
太
郎
冠
者

は
痺
り
が
き
れ
た
程
に
。
得
参
る
ま
い
と
云
へ
。
エ
イ
」
と
言
う
。

　

狂
言
記
外
五
十
番
は
「
何
と
、「
伯
父
御
様
よ
り
俄
な
れ
ど
も
振
舞
に
参
れ
、
則
冠
者
を

も
呼
ぶ
」
と
言
ふ
て
使
が
来
た
、「
お
れ
は
参
ら
ふ
ず
、
冠
者
は
な
る
ま
い
」
と
言
ふ
て
返

事
せ
い
」
と
言
う
。

　

春
日
本
の
こ
の
部
分
は
、
鷺
伝
右
衛
門
派
諸
本
と
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
比
較
的
近
い

の
は
「
今
晩
伯
父
じ
や
人
の
方
よ
り
振
舞
ふ
程
に
太
郎
冠
者
を
も
連
て
来
い
」
と
言
う
常
磐

松
文
庫
本
で
あ
る
。
鷺
仁
右
衛
門
派
で
は
、
寛
政
有
江
本
が
「
花
見
」
と
す
る
が
、
他
は

「
船
遊
山
」
で
あ
る
。
享
保
保
教
本
の
注
記
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
は
も
と
も
と
「
花
見
・

野
遊
・
舟
遊
山
・
鷹
野
」
な
ど
と
、
季
節
に
応
じ
て
適
当
に
言
い
換
え
得
る
部
分
だ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

　

大
蔵
流
は
、
弥
右
衛
門
派
・
八
右
衛
門
派
と
も
に
、
単
に
「
振
舞
」
と
す
る
。
狂
言
記
外

五
十
番
も
そ
れ
に
同
じ
。
和
泉
流
の
天
理
本
も
同
様
で
、
和
泉
家
古
本
以
下
は
、
主
に
酒
・

肴
の
こ
と
を
言
う
よ
う
に
な
り
、
春
日
本
に
近
似
す
る
。

【
痺
り
が
治
っ
た
後
の
太
郎
冠
者
の
せ
り
ふ
】

主
「
そ
れ
な
ら
ハ
御
じ
子

（
マ
マ
）の

所
ま
で
行
か
れ
る
か　

「
お
し
子

（
マ
マ
）様

の
所
ハ
お
か
せ
ら
れ

い　

す（

マ

マ

）

が
ら
が
つ
ほ
ウ
そ
と
が
は
ま
ま
で
も
参
り
ま
し
よ
ウ

享
保
保
教
本
は
「
ア
ト
ソ
レ
テ
ハ
ド
コ
迄
モ
行
フ
ゾ　
シ
テ
中
々
津ツ

ガ
ル軽

カ
ツ
ハ
ウ
ソ
ト
ノ
浜
迄

モ
参
マ
セ
ウ
」
、
宝
暦
名
女
川
本
は
「
ア
ト
「
夫
で
は
ど
こ
迄
も
ゆ
こ
ふ
ぞ　
シ
テ
「
津
軽
・

は
つ
ほ
う
・
そ
と
の
浜
ま
で
も
参
り
ま
せ
う
」
、
常
磐
松
文
庫
本
は
「
夫
で
ハ
何
国
迄
も
行

れ
う
な　

津
軽
八
方
外
の
浜
迄
も
参
ら
れ
舛
る
」
と
言
う
。

　

鷺
仁
右
衛
門
派
は
、
寛
政
有
江
本
「
そ
れ
な
ら
は
何
国
ま
て
も
行
ふ
そ
な　

津
軽
合カ

ツ
ホ
ウ浦

外

浜
迄
も
参
り
ま
せ
う
」
、
杭
全
本
「
「
夫
て
ハ
何
方
へ
も
ゆ
か
れ
ふ
そ
な　

「
中
々
つ
か
る

か
つ
ほ
う
外
浜
迄
も
参
ら
れ
ま
す
る
」
（
安
永
森
本
も
ほ
ぼ
同
じ
）
、
安
政
賢
通
本
「
主
そ

の
体
な
ら
ば
い
づ
く
ま
で
も
行
か
う
ぞ
な
。
シ
テ
津
軽
・
合
浦
・
外
の
浜
へ
な
り
と
も
参
り

ま
せ
う
」
と
あ
る
（
賢
茂
五
番
綴
本
も
ほ
ぼ
同
じ
）
。

　

大
蔵
流
の
虎
明
本
は
「
（
主
）
「
そ
れ
で
は
い
つ
か
た
へ
も
ゆ
か
ふ
ぞ　
（
太
郎
冠
者
）

「
中
々
ど
こ
へ
な
り
と
も
ま
い
ら
ふ
」
、
虎
寛
本
は
「
（
主
）
何
方
へ
成
り
と
行
か
れ
う
か
。

（
シ
テ
）
何
方
へ
成
り
と
参
り
ま
せ
う
」
、
伊
藤
源
之
丞
本
は
「
主
「
夫
な
ら
バ
道
の
一
里
や

弐
里
は
あ
る
か
う
か
。
シ
テ
「
一
里
や
弐
里
の
事
は
お
か
せ
ら
れ
い
。
五
里
成
共
、
十
里
成

共
あ
る
き
ま
す
る
」
、
虎
光
本
は
「
主
「
何
方
迄
も
行
る
ゝ
か
、
し
て
「
何
方
迄
も
行
カ
れ

舛
ル
」
と
言
う
。

　

和
泉
流
の
天
理
本
は
「
「
も
は
や
、
す
き
と
よ
い
か
」
と
云
、
シ
テ
「
今
は
す
つ
き
り
と

よ
い
」
と
云
」
、
和
泉
家
古
本
は
「
主
「
も
は
や
す
き
と
よ
ひ
か
ト
云　
シ
テ
「
中
〳
〵
ト

云
」
、
古
典
文
庫
本
は
「
ア
ト
「
夫
て
は
一
里
や
二
里
は
ゆ
か
れ
う
ぞ　
シ
テ
「
一
里
や
二
里

ハ
さ
て
置
て
何
方
へ
で
も
参
ら
れ
ま
す
」
、
狂
言
集
成
本
は
「
ア
ド
「
其
体
な
ら
ば
何
方
へ

も
行
か
れ
う
ぞ
。
シ
テ
「
中
々
。
何
方
ま
で
も
参
り
ま
せ
う
」
と
言
う
。

　

狂
言
記
外
五
十
番
は
「
主
「
し
び
り
の
気
は
な
い
か　
冠
者
「
お
振
舞
の
お
供
し
て
は
、
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五
里
で
も
三
里
で
も
し
び
り
が
起
こ
る
事
で
は
御
ざ
な
い
」
と
言
う
。

　

以
上
、
「
津
軽
・
合
浦
・
外
の
（
が
）
浜
ま
で
も
参
り
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
冠
者
の
せ
り

ふ
は
鷺
流
両
派
に
共
通
し
、
し
か
も
他
流
に
は
全
く
見
当
た
ら
な
い
特
徴
的
な
も
の
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
春
日
本
は
明
ら
か
に
そ
れ
を
受
け
継
い
で
い
る
。
な
お
、『
法
華

経
直
談
鈔

（
６
）』

巻
三
末
―
三
十
五
「
人
身
難
受
事
」
に
、

　
　

日
本
者ニ

ハ

者
ツ
カ
ル
カ
ツ
ホ
ウ
ソ
ト
ノ
ハ
マ
ナ
ト
ヽ
云
ハ
辺
地
也

と
見
え
、
ま
た
、
同
書
巻
七
末
―
十
七
「
卅
出
二
法
共
片
愛
着
事
」
に
も

去
ト
モ
於
二
モ
日
本
一
ニ
仏
法
ヲ
不
レ
聞
処
有
レ
之　

ツ
カ
ル
ガ
ツ
ハ
ウ
外
ノ
浜
ナ
ン

ト
ハ
仏
法
ヲ
不
レ
聞
処
也

と
あ
る
。
こ
の
他
に
、
能
「
治
親
」（
番
外
曲
）（「
津
軽
、
合
浦
、
蝦
夷
が
千
島
」）、
幸
若

舞
曲
「
屋
嶋
軍
」（「
津
軽
、
合
浦
、
外
の
浦
」）
に
も
類
似
の
表
現
が
見
出
さ
れ
、
「
津

軽
・
合
浦
・
外
の
浜
」
は
、
日
本
の
最
果
て
の
地
を
指
す
慣
用
句
と
し
て
、
室
町
期
に
は
用

い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

（
７
）。　

　

以
上
に
よ
り
、
春
日
本
「
痺
」
は
、
基
本
的
に
鷺
伝
右
衛
門
派
の
特
色
を
も
つ
こ
と
は
明

白
で
あ
る
。
主
人
が
で
っ
ち
上
げ
た
伯
父
が
太
郎
冠
者
を
招
く
理
由
に
つ
い
て
は
、
鷺
伝
右

衛
門
派
の
享
保
保
教
本
・
宝
暦
名
女
川
本
と
一
致
し
な
い
が
、
こ
こ
は
も
と
も
と
流
動
性
の

強
い
部
分
で
あ
り
、
常
磐
松
文
庫
本
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
の
で
、
鷺
伝
右
衛
門
派
と
し
て
の

特
色
か
ら
大
き
く
逸
脱
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
で
あ
ろ
う
。

26
、
「
呼
ビ
声
」

　

本
曲
に
つ
い
て
は
、
『
狂
言
手
附
本　

二
』
所
収
台
本
に
つ
い
て
、
す
で
に
考
察
を
終
え

て
い
る

（
８
）。

『
〔
隠
シ
狸　

他
〕
』
所
収
分
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
と
大
異
な
し
。
従
っ
て
、
こ

こ
で
の
考
察
は
省
略
す
る
。

27
、
「
物
ま
ね
」

　

鷺
流
で
は
、
仁
右
衛
門
派
・
伝
右
衛
門
派
と
も
に
、
本
曲
を
「
物
真
似
」
と
称
し
て
い
た
。

大
蔵
流
・
和
泉
流
は
、
虎
明
本
（
伊
藤
源
之
丞
本
も
）
や
天
理
本
（
和
泉
家
古
本
も
）
の

よ
う
な
古
台
本
で
は
、
い
ず
れ
も
「
ぬ
ら
ぬ
ら
」
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
降
は
両
流
と
も

「
竹
生
嶋
詣
（
参
）」
と
す
る
（
狂
言
記
外
五
十
番
も
）
。
春
日
本
の
曲
名
は
、
鷺
流
の
そ

れ
に
合
致
す
る
。

【
太
郎
冠
者
の
行
き
先
】

　

本
曲
は
、
主
人
が
太
郎
冠
者
の
無
断
外
出
を
叱
り
に
行
く
発
端
を
も
つ
、
い
わ
ゆ
る
無
奉

公
物

（
９
）に

分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
春
日
本
で
は
、
太
郎
冠
者
の
無
断
外
出
先
を
「
竹
生

嶋
」
と
す
る
。

「
竹
生
嶋
参モ

ウ詣
で
を
致
い
て
御
座
る　

「
竹
生
嶋
も
ウ
て
を
す
れ
ハ
主
に
い
と
ま
を
か

（
マ
マ
）

わ
ぬ
法
で
す
か　

「
ハ
ア
ー　

「
ヱ
イ
イ
…
に
く
ひ
や
つ
の　

「
ハ
ア
ヽ
ー

享
保
保
教
本
で
は
発
端
部
を
「
前
富
士
松
抔
同
前
」
と
し
て
本
文
を
記
さ
ず
、
右
に
該
当
す

る
対
話
を
欠
く
。
し
か
し
、
前
書
に
「
鷺
ノ
方
ニ
テ
ハ
京
内
参
ト
云
」
「
大
倉
ノ
方
ニ
テ
ハ

竹
生
嶋
詣マ

フ
テ

致イ
タ

イ
タ
ト
云
フ
」
と
あ
る
の
で
、
「
京
内
参
り
（
京
都
見
物
）」
と
い
う
設
定
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
宝
暦
名
女
川
本
も
、
享
保
保
教
本
同
様
、
発
端
部
を
省
略
す
る
が
、

「
や
い
、
都
の
様
子
が
聞
た
ひ
、
急
で
咄
せ
」
と
い
う
主
人
の
せ
り
ふ
に
よ
っ
て
、
太
郎
冠

者
の
行
き
先
が
都
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

鷺
仁
右
衛
門
派
は
、
寛
政
有
江
本
・
安
永
森
本
・
杭
全
本
と
も
に
、
「
京
内
参
り
」
と
す

る
。
賢
茂
五
番
綴
本
は
「
初
文
蔵
同
断
」
と
あ
っ
て
、
や
は
り
該
当
の
対
話
を
記
さ
な
い
が
、

「
都
の
咄
し
を
聞
ふ
」
と
あ
る
の
で
、
冠
者
の
行
き
先
は
都
で
あ
る
。

　

大
蔵
流
は
、
虎
明
本
・
虎
寛
本
（
「
竹
生
嶋
参
」
）
、
伊
藤
源
之
丞
本
（
「
ぬ
ら
〳
〵
」
）
・

虎
光
本
（
「
竹
生
嶋
参
（
リ
）」）
等
、
す
べ
て
竹
生
島
へ
参
っ
た
と
す
る
。

　

和
泉
流
も
、
同
様
に
、
天
理
本
（
「
ぬ
ら
〳
〵
」）・
和
泉
家
古
本
（
「
奴
良
々
々
」）・
古

典
文
庫
本
（
「
竹
生
島
参
」・
狂
言
集
成
本
（
「
竹
生
嶋
詣
」
）
は
、
竹
生
島
へ
参
っ
た
と

言
う
。
狂
言
記
外
五
十
番
（
「
竹
生
嶋
詣
」
）
も
こ
れ
に
同
じ
。

　

鷺
流
両
派
は
、
い
ず
れ
も
「
京
内
参
り
」
を
し
た
と
言
う
の
で
、
太
郎
冠
者
の
行
き
先
は

「
都
」
で
あ
る
。
一
方
、
享
保
保
教
本
の
注
記
に
あ
る
通
り
、
大
蔵
流
で
は
弥
右
衛
門
派
・

八
右
衛
門
派
と
も
に
、
竹
生
島
へ
行
っ
た
と
す
る
。
和
泉
流
も
天
理
本
以
下
、
一
貫
し
て
竹

生
島
と
す
る
。
狂
言
記
外
五
十
番
も
同
様
で
あ
る
。

　

従
っ
て
、
春
日
本
の
行
き
先
は
、
鷺
流
両
派
と
は
相
違
し
て
い
る
。
竹
生
島
詣
で
と
い
う

設
定
は
、
む
し
ろ
大
蔵
流
・
和
泉
流
・
狂
言
記
外
五
十
番
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

【
烏
と
鶫
、
鳩
と
猫
が
鳴
き
合
う
話
】

　

春
日
本
で
は
、
主
人
が
「
珍
し
い
事
ハ
な
か
つ
た
か
」
と
言
う
の
に
対
し
て
、
太
郎
冠
者

は
、
「
は
た
け
の
へ
り
」
で
、
①
鶫
と
烏
が
鳴
き
合
っ
た
話
（
鳴
き
声
か
ら
鶫
と
烏
は
親
子

だ
と
言
う

）
（（
（

）
と
、
「
大
キ
な
森
」
で
、
②
猫
と
鳩
が
鳴
き
合
う
話
（
鳴
き
声
か
ら
猫
と
鳩
は

夫
婦
だ
と
言
う
）
を
す
る
。

　

①
「
…
下
向
の
折
し
も
原
江
出
ま
し
て
御
座
れ
は
は
た
け
の
へ
り
に
烏
か
お
り
ま
し    
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た　

「
夫
レ
ハ
烏
も
お
ろ
ふ　

「
所
江
わ
き
よ
り
つ
ぐ
み
が
ふ
わ
〳
〵
と
参
り
ま
し

た
か
ア
レ
ハ
親
子
で
御
座
り
ま
し
よ
ふ　

「
夫
レ
ハ
な
せ
に　

「
イ
ヤ
つ
ぐ
み
が

ち
ヽ
ヽ
ヽ
と
申
て
御
座
れ
バ
烏
か
こ
か
ア
〳
〵
と
申
て
御
座
る

　

②
イ
ヤ
夫
レ
よ
り
真
す
く
ニ
参
り
ま
し
て
御
座
れ
ハ
大
キ
な
森
か
御
座
り
ま
し
た
か
其
森

の
木
の
枝
に
鳩
が
居
り
ま
し
た　

其
下
に
猫
か
居
り
ま
し
て
御
座
る
が
あ
れ
は
夫
婦
で

御
座
り
ま
し
よ
ふ　

「
そ
れ
ハ
な
せ
に　

「
イ
ヤ
下
タ
か
ら
猫
か
に
よ
ふ
〳
〵
と
申
て

御
座
れ
ハ
上
か
ら
鳩
か
お
ゝ
ゝ
ゝ
ト
申
て
御
座
る

享
保
保
教
本
は
、
②
①
の
順
で
、
②
「
（
東
寺
へ
向
け
て
参
る
と
道
に
塀
が
あ
る
、
そ
の
上

で
）
猫
と
鳩
が
鳴
き
合
う
」
①
「
（
北
野
へ
参
る
と
道
の
田
の
畦
で
）
鶫
と
烏
が
鳴
き
合

う
」
と
す
る
。
宝
暦
名
女
川
本
も
同
じ
。

　

寛
政
有
江
本
も
、
②
「
（
東
寺
の
羅
生
門
の
瓦
の
上
で
）
猫
と
鳩
が
鳴
き
合
う
」
①

「
（
川タ

ヽ
ス合

へ
参
る
と
河
原
で
）
鶫
と
烏
が
鳴
き
合
う
」
の
順
。
賢
茂
五
番
綴
本
も
そ
れ
に
同

じ
。
杭
全
本
・
安
永
森
本
も
同
じ
で
あ
る
。

　

大
蔵
流
は
、
虎
明
本
・
虎
寛
本
、
伊
藤
源
之
丞
本
・
虎
光
本
等
い
ず
れ
も
①
②
と
も
に

な
し
。
和
泉
流
は
、
天
理
本
「
シ
テ
「
す
ゞ
め
と
か
ら
す
は
お
や
と
子
じ
や
」
と
云
、
シ
カ

〳
〵
、
「
そ
の
し
さ
い
わ
」
と
云
、
シ
テ
「
か
ら
す
が
木
に
と
ま
つ
て
、
『
こ
か
〳
〵
』
と

い
へ
ば
、
す
ゞ
め
が
、
『
ち
ゝ
〳
〵
』
と
申
た
」
と
云
」
、
和
泉
家
古
本
「
参
詣
仕
る
道

に
・
大
き
い
木
か
御
さ
つ
た
か
・
片
枝
に
は
烏
か
と
ま
つ
て
い
ま
ら
す
る
・
又
片
枝
に
は
雀

か
と
ま
つ
て
い
ま
ら
し
た
か
・
是
に
つ
い
て
め
つ
ら
し
い
事
か
御
さ
る
ト
云
」
「
私
の
存
ま

ら
す
る
は
・
す
ゝ
め
は
雀
か
ら
す
は
烏
・
格
別
の
や
う
に
存
て
御
さ
れ
は
・
お
や
と
子
て
御

さ
る
」
、
「
さ
れ
は
子
細
か
御
さ
る
・
彼
烏
か
雀
の
方
を
み
ま
ら
し
て
・
こ
か
〳
〵
と
申
て

御
さ
れ
は
・
其
時
雀
か
烏
の
方
へ
む
か
ひ
ま
ら
し
て
・
ち
ゝ
〳
〵
と
申
た
ト
云
」
、
古
典
文

庫
本
「
あ
の
烏
と
雀
は
別
の
鳥
か
と
存
て
御
座
れ
バ
あ
れ
ハ
親
子
で
御
座
る
」
「
参
る
道
に

大
木
が
御
座
る　

片
枝
に
烏
又
片
枝
に
雀
が
と
ま
つ
て
お
り
ま
し
て
雀
が
烏
の
側
へ
参
つ
て

ち
ゝ
〳
〵
と
申
た
れ
バ
か
ら
す
が
こ
か
あ
〳
〵
と
申
ま
し
た　

あ
れ
は
疑
ひ
も
な
い
親
子
で

御
座
る
」
（
狂
言
集
成
本
も
ほ
ぼ
同
じ
）
と
あ
り
、
雀
と
烏
の
み
で
、
猫
と
鳩
の
鳴
き
合
い

は
な
い
。
狂
言
記
外
五
十
番
も
、
和
泉
流
と
同
じ
で
、
雀
と
烏
が
鳴
き
合
う
こ
と
の
み
で
あ

る
。

　

春
日
本
は
、
①
鶫
と
烏
の
鳴
き
合
い
→
②
猫
と
鳩
の
鳴
き
合
い
と
い
う
順
序
で
あ
る
。
鷺

流
両
派
と
も
に
、
①
②
の
話
は
す
る
が
、
順
序
は
春
日
本
と
は
異
な
り
、
い
ず
れ
も
②
→
①

で
あ
っ
て
、
東
寺
・
北
野
、
羅
生
門
・
糺
河
原
な
ど
の
都
の
地
名
が
出
る
。
大
蔵
流
は
①
②

と
も
に
な
く
、
和
泉
流
は
天
理
本
以
来
、
①
に
近
い
話
の
み
を
行
う
が
、
内
容
は
、（
鶫
で

は
な
く
）
雀
と
烏
の
鳴
き
合
い

）
（（
（

で
あ
る
。

　

以
上
に
よ
り
、
春
日
本
は
鷺
流
両
派
に
近
い
が
、
①
②
の
順
序
が
異
な
っ
て
お
り
、
し
か

も
都
の
こ
と
で
は
な
い
の
で
、
具
体
的
な
地
名
は
出
さ
ず
、
「
原
（
の
畑
の
へ
り
）
」
「
大

き
な
森
」
と
す
る
と
こ
ろ
に
相
違
が
あ
る
の
で
あ
る
。

【
動
物
た
ち
の
秀
句
】

　

太
郎
冠
者
は
、
引
き
続
き
、
集
ま
っ
た
動
物
た
ち
が
秀
句
を
言
っ
た
と
い
う
話
を
す
る
。

春
日
本
で
は
、
「
大
キ
成
る
松
の
木
の
下
」
に
集
ま
っ
た
と
し
て
、
猿
・
犬
・
蛇

く
ち
な
わ・

蛙
・
龍

の
順
で
紹
介
す
る
。
秀
句
は
犬
（
い
ぬ
る
）
・
猿
（
去
る
）
・
蛙
（
帰
る
）
・
龍た

つ

（
立
つ
）

の
順
。

　

享
保
保
教
本
は
、
「
柵

マ
ガ
キの

内
」
に
猿
・
犬
・
蛙
・
蛇
・
龍
が
集
ま
る
。
秀
句
は
蛙
・
猿
・

犬
・
龍
の
順
。
宝
暦
名
女
川
本
も
「
籬

マ
ガ
キの

内
」
猿
・
犬
・
蛙
・
蛇
・
龍
が
集
ま
る
が
、
秀
句

は
蛙
・
犬
・
猿
・
龍
の
順
で
あ
る
。

　

一
方
、
鷺
仁
右
衛
門
派
の
寛
政
有
江
本
は
、
「
紫
野
」
に
犬
・
猿
・
蛙
・
蛇
が
集
ま
る
。

秀
句
は
犬
・
猿
・
蛙
の
順
で
、
龍
は
な
し
。
杭
全
本
・
安
永
森
本
、
賢
茂
五
番
綴
本
も
そ
れ

に
同
じ
。　

　

大
蔵
流
の
虎
明
本
は
、
「
道
の
は
た
」
に
犬
・
猿
・
蛇
・
蛙
・
龍
。
秀
句
は
犬
・
猿
・

蛙
・
龍
の
順
。
虎
寛
本
は
「
下
向
道
」
に
犬
・
猿
・
蛙
・
蛇
。
秀
句
は
犬
・
猿
・
蛙
の
順
で

あ
る
が
、
龍
は
な
し
。
伊
藤
源
之
丞
本
は
「
道
」
に
犬
・
猿
・
蛇
・
蛙
。
秀
句
は
犬
・
猿
・

蛙
の
順
で
、
龍
は
な
し
。
虎
光
本
は
「
片
田
」
に
犬
・
猿
・
蛙
・
蛇
。
秀
句
は
犬
・
猿
・
蛙

の
順
で
、
同
じ
く
龍
は
な
し
。

　

和
泉
流
の
天
理
本
は
、
龍
・
犬
・
猿
・
蛙
・
蛇
の
順
で
、
秀
句
も
同
じ
順
に
言
う
。

和
泉
家
古
本
は
、
場
所
を
「
広
い
芝
」
と
す
る
他
、
天
理
本
に
同
じ
。
古
典
文
庫
本
も
、

「
神
前
の
傍
の
広
い
芝
」
と
し
、
紹
介
も
秀
句
も
天
理
本
と
同
様
の
順
。
狂
言
集
成
本
も
そ

れ
に
ほ
ぼ
同
じ
。
狂
言
記
外
五
十
番
は
、
「
神
前
の
か
た
わ
ら
の
芝
」
に
龍
・
犬
・
猿
・

蛙
・
蛇
。
秀
句
は
龍
・
犬
・
猿
・
蛙
の
順
で
、
和
泉
流
と
同
じ
で
あ
る
。

　

総
じ
て
、
鷺
仁
右
衛
門
派
で
は
、
龍
が
出
な
い
の
が
特
色
で
あ
る
。
大
蔵
流
も
、
虎
寛
本

以
後
は
龍
が
な
く
な
る
。
和
泉
流
は
、
天
理
本
以
下
、
龍
の
こ
と
を
言
う
が
、
紹
介
・
秀
句

と
も
に
、
鷺
伝
右
衛
門
派
と
は
順
序
が
異
な
る
。
春
日
本
は
、
「
大
キ
成
る
松
の
木
の
下
」

と
す
る
こ
と
が
、
伝
右
衛
門
派
の
み
な
ら
ず
、
仁
右
衛
門
派
と
も
相
違
し
、
紹
介
や
秀
句
を

言
う
順
番
も
異
な
る
。
秀
句
の
順
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
仁
右
衛
門
派
に
一
致
す
る
が
、
龍
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が
い
る
こ
と
は
相
違
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
こ
は
、
鷺
流
両
派
と
完
全
に
重
な

ら
ず
、
他
流
と
も
一
致
し
な
い
独
自
の
部
分
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

【
蛇
の
秀
句
に
詰
ま
る
】

　

太
郎
冠
者
は
、
蛇
（
く
ち
な
わ
）
の
秀
句
に
詰
ま
り
、

蛇
ハ
こ
ふ
と
く
ら

（
マ
マ
）を

巻
き
ま
し
て
鎌
首
を
も
つ
立
て
石
蔵
の
中
へ
ぬ
ら
〳
〵
で
す
と
申

し
て
御
座
る

と
留
め
る
。
ち
な
み
に
現
行
山
口
鷺
流
は
、
こ
の
せ
り
ふ
で
留
め
ず
に
、
河
野
手
附
本
の
演

出
に
従
っ
て
、
追
い
込
み
に
す
る
。

　

享
保
保
教
本
は
「
シ
テ
イ
ヤ
今
思
付
テ
御
座
ル　

蛇
ハ
ト
グ
ラ
ヲ
ク
ル
リ
〳
〵
ト
廻
イ
テ

首
ヲ
キ
ツ
ト
立
テ
物
ト
申
テ
御
座
ル　
ア
ト
何
ト　
シ
テ
物
ト　
ア
ト
何
ト　
シ
テ
石イ

シ
ク
ラ蔵

ノ
間
ヘ

ヌ
ラ
〳
〵
」
と
あ
っ
て
、
叱
り
留
め
（
「
追
込
ニ
モ
ス
ル
ナ
リ
」
と
注
記
す
る
）
。
宝
暦
名

女
川
本
は
「
シ
テ
「
く
ち
な
わ
ゝ
、
と
く
ら
を
く
る
り
〳
〵
と
ま
わ
ひ
て
、
こ
う
く
び
を
急

度
立
て
、
物
と
申
て
御
座
る
、
ア
ト
「
何
と
、
シ
テ
「
物
と
、
ア
ト
「
何
と
、
シ
テ
「
石
倉
の
あ

い
へ
、
ぬ
ら
〳
〵
」
と
あ
り
、
こ
の
せ
り
ふ
で
留
め
る
。

　

寛
政
有
江
本
は
、「
先
く
る
〳
〵
と
と
く
ろ
を
巻
ま
し
て
扨
鎌
首
を
屹
と
も
つ
立
て
藪
の

中
へ
ぬ
ら
〳
〵
と
申
て
御
座
ル
」
と
あ
っ
て
、
叱
り
留
め
に
す
る
。
杭
全
本
は
、「
先
是
も

の
た
り
〳
〵
と
出
ま
し
て
と
く
ろ
を
く
る
り
〳
〵
と
巻
き
ま
し
て
か
ま
首
を
と

（
マ
マ
）も

つ
立
元
の

草
む
ら
へ
ぬ
ら
〳
〵
と
申
て
こ
さ
る
」
と
あ
り
、
叱
り
留
め
（
安
永
森
本
も
同
じ
。
「
と
」

の
前
に
何
ら
か
の
所
作
が
入
る
の
で
あ
ろ
う
）
。
賢
茂
五
番
綴
本
は
「
先
と
ぐ
ろ
を
く
る
り

〳
〵
と
巻
ま
し
て
。
か
ま
首
を
き
つ
と
も
つ
立
。
草
村
の
中
へ
ぬ
ら
〳
〵
と
申
て
御
座
る
」

と
あ
っ
て
、
叱
り
留
め
に
す
る
。

　

大
蔵
流
の
虎
明
本
「
も
と
の
あ
な
へ
ぬ
ら
〳
〵
と
申
て
ご
ざ
る
」
と
言
っ
て
、
叱
り
留
め
。

虎
寛
本
は
「
も
と
の
穴
へ
ぬ
ら
〳
〵
」
で
、
叱
り
留
め
。
伊
藤
源
之
丞
本
・
虎
光
本
も
虎
寛

本
に
同
じ
。

　

和
泉
流
の
天
理
本
は
「
石
ぐ
ら
の
間
へ
ぬ
ら
〳
〵
」
と
言
い
、
こ
の
せ
り
ふ
で
留
め
る
。

和
泉
家
古
本
は
「
石
く
ら
の
あ
い
へ
ぬ
ら
〳
〵
て
す
と
申
た
ト
云
」
と
言
っ
て
、
叱
り
留
め

に
な
る
。
古
典
文
庫
本
は
「
石
蔵
の
あ
ひ
へ
ぬ
ら
〳
〵
で
す
と
申
ま
し
た
」
と
言
い
、
叱
り

留
め
。
狂
言
集
成
本
は
「
先
づ
く
る
り
〳
〵
と
輪
に
な
つ
て
」
「
鎌
首
を
も
つ
た
て
ゝ
。
石

蔵
の
中
へ
ぬ
ら
〳
〵
で
す
。
と
申
し
て
御
座
る
」
と
言
っ
て
、
叱
り
留
め
。

　

狂
言
記
外
五
十
番
は
「
「
石
ぐ
ら
の
中
へ
ぬ
ら
ぬ
ら
で
す
」
と
申
て
御
座
る
」
と
言
っ
て
、

叱
り
留
め
に
す
る
。

　

春
日
本
は
、
「
石
蔵
の
中
へ
」
と
あ
り
、
鷺
仁
右
衛
門
派
（
「
藪
」
「
草
村
」
）
や
大
蔵

流
（
「
元
の
穴
」
）
と
は
異
な
っ
て
、「
石
蔵
の
間
へ
」
と
す
る
鷺
伝
右
衛
門
派
と
ほ
ぼ
等

し
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
直
前
の
「
鎌
首
を
も
つ
立
て
」
と
い
う
表
現
と
合
わ
せ
る
と
、
む

し
ろ
和
泉
流
の
狂
言
集
成
本
に
近
い
。
し
か
し
、
も
と
も
と
小
異
で
あ
る
の
で
、
伝
右
衛
門

派
と
そ
れ
ほ
ど
の
差
は
な
い
と
い
え
よ
う
。「
鎌
首
を
も
つ
立
て
」
と
い
う
表
現
は
、
鷺
仁

右
衛
門
派
に
も
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
春
日
本
の
本
曲
は
、
曲
名
を
「
物
ま
ね
」
と
す
る
も
の
の
、
太
郎
冠
者
の
行
き
先

を
竹
生
島
と
す
る
こ
と
は
鷺
流
両
派
と
相
違
し
、
動
物
の
鳴
き
合
い
や
秀
句
に
関
し
て
も
、

鷺
流
両
派
に
近
い
部
分
が
あ
る
と
は
い
え
、
完
全
に
一
致
し
な
い
。
結
末
の
せ
り
ふ
の
み
は
、

比
較
的
鷺
伝
右
衛
門
派
に
近
い
が
、
全
体
と
し
て
独
自
の
部
分
が
目
立
つ
特
異
な
台
本
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。

注（
１
）
拙
稿
「
山
口
鷺
流
の
位
置
（
下
）
―
江
山
本
所
収
曲
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
『
山
口
県

立
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』
18
、
平
24
・
３
）
。

（
２
）
拙
稿
「
山
口
鷺
流
の
位
置
（
上
）
―
江
山
本
所
収
曲
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
『
山
口
県

立
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』
17
、
平
23
・
３
）
。

（
３
）
拙
稿
「
山
口
鷺
流
台
本
の
系
統
（
一
）
―
春
日
庄
作
自
筆
本
を
め
ぐ
っ
て
―
」

（
『
山
口
県
立
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』
19
、
平
25
・
３
）
。

（
４
）
拙
稿
「
鷺
流
の
「
古
態
」
―
天
正
狂
言
本
と
の
関
連
を
中
心
に
―
」（『
藝
能
史
研

究
』
195
、
平
23
・
10
）
。

（
５
）
注
（
２
）
に
同
じ
。

（
６
）
『
法
華
経
直
談
鈔　

一
・
三
』（
臨
川
書
店
、
昭
54
）
所
収
の
寛
永
十
二
年
版
本
に

よ
る
。
な
お
、
こ
こ
に
引
用
し
た
二
箇
所
に
つ
い
て
、
金
台
院
蔵
本
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

「
＼
ア
ク
ル
＼
ツ
カ
ル
＼
ソ
ト
ノ
ハ
マ
ナ
ン
ト
ヽ
云
ハ
辺
地
也
」（
巻
一
下
）、「
＼
ツ

カ
ル
＼
カ
ツ
フ

（
マ
マ
）＼

ソ
ト
ノ
浜
ナ
ン
ト
ハ
仏
法
ヲ
不
聞
一
カ
処
也
」（
巻
五
）
と
あ
る
。

（
７
）
日
本
の
東
西
南
北
の
境
域
に
つ
い
て
は
、
『
発
心
集
』
巻
七
―
十
二
、
延
慶
本
『
平

家
物
語
』
巻
六
本
―
三
十
、
長
門
本
『
平
家
物
語
』
巻
十
八
、
大
島
本
『
平
家
物
語
』

巻
十
二
―
三
、
慈
光
寺
本
『
承
久
記
』
上
、
妙
本
寺
本
『
曾
我
物
語
』
巻
五
・
九
、

『
西
行
物
語
』（
神
宮
文
庫
本
）
、
幸
若
舞
曲
「
満
仲
」「
静
」
等
に
も
記
述
が
あ
る
。
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山口鷺流台本の系統（四）―春日庄作自筆本をめぐって―

（
８
）
注
（
３
）
に
同
じ
。

（
９
）
北
川
忠
彦
氏
「
狂
言
、
無
奉
公
物
考
（
上
）（
下
）」（『
国
語
国
文
』
平
２
・
４
、

５
）
。

（
10
）
『
醒
睡
笑
』
巻
八
「
秀
句
」
に
、
し
と
ど
が
烏
に
「
父
々
」
と
鳴
き
、
烏
が
「
子
か

子
か
」
と
呼
ぶ
と
、
堂
鳩
が
そ
の
証
拠
に
「
う
う
、
う
う
」
と
答
え
た
の
で
、
し
と
ど

と
烏
は
親
子
だ
と
い
う
類
話
が
あ
る
。
北
川
忠
彦
他
校
注
『
天
理
本
狂
言
六
義
（
下

巻
）
』
（
三
弥
井
書
店
・
平
７
）「
ぬ
ら
〳
〵
」
頭
注
参
照
。

（
11
）
雀
と
烏
が
親
子
だ
と
す
る
話
は
、
和
泉
流
「
菊
の
花
」
に
も
あ
る
。
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On the Kyo
_
gen Texts Written Down by Shunnichi Syo

_
saku 

Who Gave Instruction of the Kyo
_
gen Play of the Sagi School 

to the People of Yamaguchi, PartⅣ

INADA, Hideo

　Concerning the Kyo_gen texts written down by Shunnichi Syo_saku, we considered the following points 
of the system of play script : 1）Shunnichi texts fundamentally have distinctive features of the Den-emon 
branch of  the Sagi school. 2）Some parts of  these texts, however, have  in them some of  the elements 
which are different from those of the Sagi school.




